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第 7 回スポーツクライミング東京選手権大会 

競技注意事項 

2021 年 4 月 8 日更新 

TSC2021 実行委員会 

 

この文書は大会要項の各種注意事項を補足するものです。大会要項も必ずご確認下さい。 

 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策 

 Addendum to IFSC Rules (IFSC ルール補遺)及び JMSCA COVID-19 大会開催

運営ガイドラインに準ずる。 

 

1. 健康管理 

大会 2 週間前より体温測定、咳、咽頭痛、倦怠感の有無など事前健康チェック表

に記録し大会当日提出してください。提出がない場合は出場できません。また、大

会終了後 2 週間、健康チェック表の記録を継続してください。上記のような体調

不良があった場合は、大会実行委員会までご報告下さい。 

2. 受付 

1) 受付でマスク着用の確認、体温測定、健康チェック表への記入を行います。 

2) 参加するカテゴリーの受付開始までは会場内に入場することはできません。 

3. 体温測定、健康チェック表に次の症状及び状況がある場合、入場を禁止します。 

1) 発熱(37.5 度以上)､体調不良(発熱･咳･咽頭痛などが続いている)｡ 

2) 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる｡ 

3) 過去 14 日以内に政府から入国制限､入国後の観察期間を必要とされてい

る国､地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合｡ 

4. 観戦及び選手の帯同 

選手以外は大会エリアに入場できません。大会エリア外からの観戦は可能です

が、ソーシャルディスタンスの確保をお願いします。観戦時はマスクを着用し、大声

での応援はしないでください。 

 

5. マスクの着用 

ウォームアップ中、競技中、表彰式以外では常時着用をお願いします。 

 

その他遵守事項 

1) 導線、マスクの着用、手洗い及びアルコール消毒、3 密防止、ソーシャルディ

スタンス確保は会場指示に従ってください。飲食物は共有しないでください。 
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2) ウォームアップ前後に手の消毒を行ってください。 

3) コールゾーン、トランジットゾーンの共用の椅子に座る際は、タオルを敷いてく

ださい。タオルは各自持参ください。 

4) チョークは液体チョークを推奨します。 

5) 新型コロナウイルス感染防止対策にご協力頂けない場合及び遵守事項が守

れない場合は、会場より退場していただきます。 

 

 会場へのアクセス 

 施設案内ページをご覧ください。 

https://www.city.katsushika.lg.jp/institution/1000098/1023476.html 

 大会会場に隣接する駐車場は、大会関係者だけでなく他の公園利用者も使用します

ので数に限りがあります。なるべく公共交通機関のご利用をお願い致します。 

 

 持参物 

 1. タオル 

2. 個人持込ロープ仕様申告書 

3. 筆記用具 

4. マスク 

5. 事前健康チェック表 

6. 個人持込ロープ（長さ 40m 以上、リード種目のみ）  

7. その他、競技に必要な用具 

 

 公式掲示板 

 新型コロナウイルス感染症の予防対策の一環として、競技順、公式成績等を掲示する

公式掲示板は、会場内に設置せず、すべてインターネット上に掲載します。 

https://www.sport-climbing.tokyo/results/ 

 

 競技について 

 1) リード種目 

https://www.city.katsushika.lg.jp/institution/1000098/1023476.html
https://www.sport-climbing.tokyo/results/?fbclid=IwAR1aRCJUU0d81-bCwFJCCscVSfSjltKnRDLWmY3cGiJrC3fHiMOK3a-NbAg
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− 予選、決勝共にオンサイト方式で各 1 ルートとする。 

− 決勝進出選手は、予選上位各 6 名とする。 

− 競技時間は予選・決勝とも 6 分とする。 

− ルートは同一カラーのホールドで作成され、そのルートのホールドのみ使用できる。 

2) ボルダリング種目 

− 予選は、コンテスト方式にて競技を行う。アテンプトは各課題最大５アテンプトとす

る。課題数は 6 課題で、なお、ボルダー番号は難易度の順に、最も低いものを 1

とし、最も高いものを 6 とする。 

− 決勝は IFSC 決勝方式で行い、課題数は 3、競技時間は 4 分とする。 

− 決勝進出選手は、予選上位各 6 名とする。 

− 課題は同一カラーのホールドで作成され、その課題のホールドのみ使用できる。 

 

 競技に関する注意事項 

 1. ナンバーカードは競技終了後速やかに係員に返却すること。 

2. アイソレーション・ゾーンには、スマートフォン、携帯電話、ノートパソコン、タブレット

以外にも、外部からの情報の受信もしくは外部への情報の送信が可能な Wi-Fi

および Bluetooth 機能が搭載された電子機器（スマートウォッチ、ヘッドホン、イヤ

ホン等）を持ち込むことはできません。 

3. 競技後、成績を必ず確認し、疑義がある場合は速やかに申し出てください。 

4. 成績に対する質問および抗議は、選手受付で受け付けます。 

 

 その他 

 1. ゴミは各自で持ち帰ってください。 

2. 会場内の電源は使用しないでください。 

3. 競技運営上、多少の競技日程の変更をする場合があります。 

4. 盗難・紛失及び駐車場などでの事故に関しては、一切の責任を負いません。 

5. 大会中に不測の事態が発生した場合は大会本部の指示に従うこと。 

 

以上 


